
当院の理学療法士である仲澤諒主任が令和８年８月２３日に開催された「第３０回茨城

県理学療法士学会」において学会長賞を受賞しました。発表内容は、肺炎後に呼吸不全を呈

し、人工呼吸器を導入して自宅および普通学校に復帰を目指した症例報告になります。復帰

に際して、身体機能の強化とともに家屋評価や学校訪問行い、児とその家族、学校・教育委

員会関係者との情報共有を行うことで安全かつ円滑に退院することができました。児の生

活に人工呼吸器を導入するうえで、本人や家族、医療者、学校関係者等が連携してサポート

する重要性を再認識するきっかけになりました。  

 

演題タイトル「人工呼吸器を導入して自宅と普通学校への復帰を果たした肺炎後に呼吸不

全を呈したネマリンミオパチーの１例」  

演者：仲澤諒、高橋一史 

 


